
企画政策課長・同課
担当

県への報告 上司の承認受けず 事務決裁規程違反

企画政策課長 県への報告 合議をせず 財務規則違反

財政課長 合議
合議に関し所属職員に周知す
べきを非周知

時間制約あり

表2
違反事
項

作成者 メール作成 県への誤情報作成
財務規則及び事務決裁規程違反
文書を作成

送信者 メール送信 県へ誤情報送信
財務規則及び事務決裁規程違反
文書を送信（要改善）

メール管理者 メールの保存等 メール記録は自動消去 事前に問題発覚せず

表3
電子
メール
連絡

表1 佐倉市職員 事務内容 ミス内容 備考 処分

市長 全体責任者 交付金の喪失 給料減額10％、10か月

副市長 市長の補佐 交付金の喪失 給料減額5％、10か月

①企画政策部長 事業の取りまとめ 交付金の喪失 事業選定、計画、実施を含む

②R2　企画政策部長 部責任者 繰越不可としたミスを防げず
所属職員が誤金額情報を入力・
報告

減給10％1
か月

③R3　企画政策部長 部責任者
繰越不可団体としたミスを防
げず。繰越額0円と報告

誤金額情報を訂正できず
減給10％1
か月

④R2,R3企画政策課長 事務担当の上司 合議せず、部長承認得ず
財務規則違反、事務決裁規程違
反

減給10％2
か月

⑤R2　R3財政部長 財政部責任者 誤金額を発見できず 合議の供覧すべきをせず 戒告

⑥R2　R3財政課長 財政課責任者 誤金額を発見できず 合議の供覧すべきをせず 戒告

⑦R2　企画政策部担
当

事務担当実行者 誤金額入力 上司の承認受けず 戒告

⑧R3　企画政策部副
主幹

事務担当実行者
繰越額0円の資料作成。繰越不
可を発見できず

誤金額情報を作成 訓告

コ
ロ
ナ
交
付
金
各
事
務
執
行
者

（
R
は
令
和
の
略

）
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目次
１頁 佐倉市の交付金ミス

5.3億円を失う
各職員のミスと市答弁

２頁 ６月定例議会概要
市議会のタブレット
消防団の災害出動報酬
市議会問責決議

（会派）ひまわり会と市民オンブズマン

新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
及
び

介
護
保
険
交
付
金
の
ミ
ス

佐
倉
市
は
コ
ロ
ナ
交
付
金
（
国

補
助
金
）
の
事
務
処
理
ミ
ス
を
行

い
５
・
３
億
円
を
失
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
市
長
は
「
事
務
処

理
誤
り
に
よ
り
、
市
民
の
信
頼
を

損
な
う
結
果
と
な
り
、
心
よ
り
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
答
弁
。

①
コ
ロ
ナ
交
付
金
約
19
億
円
の
交

付
を
令
和
２
年
度
に
市
は
国
か
ら

受
け
る
。
そ
し
て
、
翌
年
度
に
活

用
す
る
た
め
の
繰
越
し
手
続
を
し

た
。
し
か
し
、
千
葉
県
の
求
め
に

対
し
、
誤
っ
た
金
額
の
報
告
を
し
、

５
・
３
億
円
が
利
用
不
可
に
な
る
。

②
介
護
保
険
交
付
金
は
、
令
和
２

年
の
市
内
高
齢
者
人
口
等
を
、
誤
っ

て
前
年
の
数
値
を
県
に
報
告
し
、

交
付
額
が
本
来
よ
り
７
千
万
円
減

少
し
た
。
こ
れ
は
単
純
ミ
ス
で
あ
っ

た
が
、
担
当
部
と
財
政
部
の
合
議

（
協
議
）
が
無
か
っ
た
。
合
議
を

行
え
ば
本
ミ
ス
は
防
げ
て
い
た
と

判
断
さ
れ
る
。
金
額
条
件
を
入
れ

る
な
ど
、
財
務
規
則
を
一
部
見
直

し
等
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
本
件

は
、
追
加
交
付
基
準
が
変

更
さ
れ
一
部
救
済
さ
れ
る

見
込
み
が
あ
る
。

市
は
事
務
執
行
の
検
討
会
を
踏

ま
え
て
次
の
よ
う
に
答
弁
し
た
。

①
「
原
因
は
、
決
裁
に
お
け
る
不

適
切
な
事
務
処
理
や
不
十
分
な
審

査
体
制
、
職
員
の
知
識
不
足
、
情

報
共
有
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
な
ど
で
あ
る
。
」

②
「
再
発
防
止
と
し
て
、
複
数
人

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
や
、
所
属

長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
、
職

員
研
修
の
実
施
、
事
務
執
行
体
制

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
る
」

③
「
職
員
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
、
本
件

の
よ
う
な
交
付
金
の
交
付
手
続
は

対
象
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」

（
表
１
参
照
）

①
企
画
政
策
部
長
の
責
任
は
、

「
一
連
の
事
務
の
適
切
な
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
」
。

②
Ｒ
２
年
度
企
画
政
策
部
長
は

「
交
付
金
の
繰
越
ミ
ス
を
防
ぐ
事

が
出
来
な
か
っ
た
」
。

③
Ｒ
３
年
度
企
画
政
策
部
長
は

「
繰
越
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来

ず
、
繰
越
0
円
と
報
告
」
。

④
Ｒ
２
・
Ｒ
３
年
度
企
画
政
策
課

長
は
「
誤
っ
た
金
額
の
報
告
を
防

げ
な
か
っ
た
。
財
務
規
則
に
違
反

し
て
合
議
を
せ
ず
。
上
司
の
承
認

得
ず
」
。

⑤
Ｒ
２
・
３
年
度
財
政
部
長
は

「
誤
っ
た
金
額
の
報
告
に
よ
り
非

繰
越
団
体
と
さ
れ
た
こ
と
を
合
議

に
お
い
て
発
見
で
き
ず
、
審
査
体

制
不
十
分
」
。

⑥
Ｒ
２
・
３
年
度
財
政
課
長
は

「
誤
っ
た
金
額
の
報
告
に
よ
り
、

非
繰
越
団
体
と
さ
れ
た
こ
と
を
合

議
に
お
い
て
発
見
で
き
ず
、
審
査

体
制
不
十
分
」
。

⑦
Ｒ
２
年
度
企
画
政
策
担
当
は

「
誤
っ
た
金
額
報
告
、
上
司
の
承

認
を
得
ず
報
告
、
非
繰
越
を
発
見

で
き
ず
」
。

⑧
Ｒ
３
年
度
企
画
政
策
部
副
主
幹

は
「
繰
越
不
可
を
発
見
で
き
ず
、

繰
越
0
円
資
料
作
成
」
。

①
市
は
事
務
執
行
の
検
討
会
を
設

置
し
、
委
員
に
戒
告
を
受
け
た
財

政
課
長
を
入
れ
て
お
り
不
適
切
で

あ
る
。
更
に
、
同
検
討
会
は
市
職

員
の
み
で
あ
り
、
外
部
の
第
三
者

も
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

②
電
子
メ
ー
ル
送
信
に
お
い
て
、

財
務
規
則
違
反
、
事
務
決
裁
規
程

違
反
の
文
書
を
送
信
し
て
い
る
。

送
信
者
が
違
反
文
書
を
送
信
し
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
財
務
規
則
、
事
務
規
定

に
違
反
し
て
な
い
表
示
等
が
必
要
。

③
財
政
部
等
と
の
合
議
（
協
議
）

が
重
要
で
あ
り
、
同
一
の
部
局
だ

け
で
な
く
組
織
的
に
誤
り
を
防
ぐ

必
要
が
あ
る
。
必
要
な
ら
、
合
議

の
金
額
条
件
を
設
定
す
る
な
ど
し

て
組
織
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。

④
多
人
数
の
ミ
ス
が
連
続
し
て
お

り
、
誰
に
も
ミ
ス
の
可
能
性
は
あ

る
。
従
来
通
り
で
良
い
で
は
な
く
、

初
心
に
帰
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

「国からのコロナ交付金」に対する手続きミスで、

佐倉市は５億３千万円を失う！
佐
倉
市
の
国
交
付
金
（
補
助
金
）
の
ミ
ス
に
つ
い
て

6
月
の
議
会
に
お
い
て
、
交
付
金
の
手
続
き
ミ
ス
に
つ
い
て
議
員
か
ら
質
問
が

集
中
し
た
。
市
は
、
ミ
ス
を
認
め
て
い
る
が
、
今
後
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、

不
十
分
と
感
じ
る
。
コ
ロ
ナ
交
付
金
（
令
和
2
年
度
補
助
金
）
に
つ
い
て
、
市
は

令
和
３
年
度
へ
の
「
繰
越
手
続
き
」
に
失
敗
し
、
交
付
金
を
国
に
５
・
３
億
円
も

返
還
（
3
月
臨
時
議
会
で
可
決
）
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
交
付
金
は
事
務
の
ミ
ス

で
、
高
齢
者
人
口
等
を
誤
っ
て
報
告
し
７
千
万
円
も
減
額
し
た
。

一
般
質
問
で
の
答
弁
等
か
ら
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ミ
ス
の
概
要

ミ
ス
の
実
際
（
２
件
）

ミ
ス
へ
の
市
答
弁

問
題
点
・
改
善
点

各
職
員
の
ミ
ス
と
市
答
弁

オンブズマンとは「行政苦情
の解決や行政の適正運用、人権
保護のために行動する人」です。

市民オンブズマンは、市民が
オンブズマンのように活動する
ものです。各種の御相談は下記
連絡先にどうぞ。一緒に活動で

きる方も募集中です。
千葉県への誤った報告



議案種類 提出者 件数 内容（青字は否決された議案） 可決数
補正予算 市長 2 Ｒ4年度一般会計 2
条例制定 市長 1 市長副市長の給料の特例条例 1

条例改正 市長 5 税賦課徴収、都市計画税、印鑑・手数料、介護
保険、学童保育所設置

5

請願 市民 3
教育予算拡充、義務教育費国庫負担堅持、核
兵器禁止条約への参加等を求める

2

決議 議員 2
桜井道明議員への問責決議、高橋とみお議
員・稲田敏明議員への問責決議

1

意見書 議員 9

国の教育予算拡充、義務教育費国庫負担堅
持、地方公共団体システムの標準化、学校施
設のＺＥＢ化の推進、消費税5％への緊急引き
下げ、消費税のインボイス制度中止、憲法の
理念に基づいた安全保障政策の遂行、汚染水
海洋放出設備工事の中止、マイナ保険証導入
の義務付け中止

4

　市議会　議案賛否表
賛成○　賛成少数△　反対×

除（除斥）　棄（棄権）
主な議案

全
体

ひ
ま
わ
り
会
と

市
民
オ

ン
ブ

ズ
マ

ン

さ
く
ら
会
（
議
長
含
）

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ

ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

議員数（合計28名） 28 2 10 4 4 3 2 1 1 1

①　202２年度一般会計補正予算（2号） ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

② 市長副市長の給料の特例条例 ○ × ○ ○ ○ × × × × ×

③　日本政府に核兵器禁止条約への
参加・調印・批准を求める

△
藤崎〇
宇田×

× × × ○ ○ ○ × 〇

④桜井道明議員への問責決議 △
藤崎〇
宇田棄

× × × 〇 〇 〇 ○ ○

⑤高橋議員・稲田議員への問責決議 〇
藤崎×
宇田棄

〇 ○ × × × 除 除 ×

金額単位
（千円）

年額報酬 出動報酬 合計 年額報酬 出動報酬 合計 年額報酬 出動報酬 合計

H30～R2実
績平均

29,135 16,547 45,682 35,000 37,600 72,600 5,865 21,053 26,918

R４年度見
込み

29,000 19,000 48,000 35,300
27,400

（8,600+18,
800）

62,700 6,300 8,400 14,700

佐倉市　消防団報酬支出 国　消防団基準財政需要額 国－佐倉市　差額
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議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
補
正
予
算
２
件

補
正
予
算
（
２
号
）
は
、

「
コ
ロ
ナ
緊
急
支
援
」
、

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
」
、

「
市
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
」
な
ど
１
５
・
１
億

円
の
増
額
。

補
正
予
算
（
３
号
）
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
生

活
困
窮
世
帯
支
援
と
し

「
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
に
10
万
円
支
給
」
、

「
子
育
て
世
帯
支
援
」
、

「
給
食
用
食
材
費
支
援
」

な
ど
４
・
７
億
円
の
増
額
。

②
市
長
・
副
市
長
の
給

料
の
減
額

コ
ロ
ナ
交
付
金
に
関

す
る
繰
越
ミ
ス
５
・
３
億

円
の
喪
失
に
対
す
る
責
任

と
し
て
、
給
料
10
％
（
市

長
）
、
同
５
％
（
副
市
長
）

を
10
か
月
減
額
す
る
も
の
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

額
が
少
な
い
な
ど
の
理
由

で
反
対
者
が
10
名
も
い
た
。

③
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
を
求
め
る
請
願

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

④
桜
井
道
明
議
員
へ
の

問
責
決
議
案

一
般
質
問
中
の
不
規
則

発
言
（
ヤ
ジ
）
に
対
し
て

提
出
さ
れ
た
。
当
該
議
員

の
不
規
則
発
言
は
、
日
頃

か
ら
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、

自
制
と
共
に
議
長
か
ら
の

注
意
も
必
要
で
あ
る
が
、

否
決
さ
れ
た
。

⑤
高
橋
議
員
、
稲
田
議
員

へ
の
問
責
決
議
案

根
拠
不
在
で
あ
り
桜
井

議
員
へ
の
問
責
決
議
に
対

抗
し
て
出
さ
れ
た
よ
う
だ
っ

た
が
、
２
票
差
で
可
決
。

６
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
他
概
要

今
議
会
で
は
、
一
般
質
問
時
間
を
基
本
一
人
20
分
（
本
来

30
分
）
に
制
限
す
る
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
行
わ
れ
た
。

議
案
は
、
補
正
予
算
、
市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額
等
が

審
議
さ
れ
、
一
般
質
問
で
は
、
市
の
手
続
き
ミ
ス
「
コ
ロ
ナ

交
付
金
５
・
３
億
円
の
喪
失
」
に
質
問
が
集
中
し
た
。

トピックス

佐
倉
市
議
会
で
は
、
議
会
改

革
推
進
委
員
会
に
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
よ
る
議
会
の
情

報
化
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
２
１
３
７
万

円
が
補
正
予
算
（
２
号
）
に
計

上
さ
れ
た
。
支
出
内
訳
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
８
０
０
万
円
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
設
定
費
用
３
０

０
万
円
、
ワ
イ
フ
ァ
イ
整
備
等

９
８
０
万
円
他
。

財
源
は
、
１
３
０
０
万
円
が

コ
ロ
ナ
交
付
金
で
あ
り
、
「
コ

ロ
ナ
感
染
の
場
合
に
議
員
が
集

ま
れ
な
い
場
合
で
も
、
会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
議
会
活
動

が
で
き
る
」
が
交
付
金
活
用
理

由
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
様
に
、
コ
ロ
ナ
交
付
金

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て

広
い
範
囲
で
活
用
で
き
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
導
入
目
的
と
し

て
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
調
査
活
動

の
推
進
な
ど
が
あ
る
。

今
後
、
自
宅
に
て
ワ
イ
フ
ァ

イ
を
活
用
す
る
場
合
、
「
接

続
料
金
」
を
政
務
活
動
費
に

て
一
部
で
も
認
め
る
か
否
か

を
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。議

会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
よ
り
、
議
会
が
よ
り
身
近
な

も
の
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

市議会にタブレット

編
集
後
記

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
か
ら
半
年

近
く
が
た
ち
ま
す
が
、

激
し
い
交
戦
が
変
わ

ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
倍
元
首

相
が
参
院
選
挙
運
動

中
に
銃
撃
で
射
殺
さ

れ
ま
し
た
。

参
院
選
挙
に
お
い

て
は
、
改
憲
勢
力
が

３
分
の
２
を
超
え
、

衆
議
院
も
超
え
て
い

ま
す
の
で
、
改
憲
へ

の
動
き
が
急
に
な
っ

て
い
ま
す
。

日
銀
の
国
債
保
有

が
50
％
を
超
え
、
物

不
足
、
円
安
も
進
み
、

イ
ン
フ
レ
懸
念
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
は
過
去
最
大
の

感
染
者
を
記
録
し
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な

大
き
な
変
動
の
中
で

誰
も
が
不
安
を
感
じ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
困
っ

て
い
る
人
へ
の
援
助

が
最
重
要
課
題
と
思

い
ま
す
。
困
っ
て
い

る
方
は
、
遠
慮
な
く

市
に
ご
相
談
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 佐倉市議 藤崎 良次

市
議
会
問
責
決
議

問
責
決
議
と
は
、
議

会
で
そ
の
責
任
を
問
う

決
議
で
あ
り
、
可
決
さ

れ
て
も
特
に
、
法
的
な

拘
束
力
は
な
い
。

藤
崎
も
以
前
に
問
責

決
議
を
可
決
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。

そ
の
際
の
内
容
は
、

藤
崎
が
一
般
質
問
の
際

に
「
議
会
の
録
画
や
録

音
を
公
開
し
な
い
の
は
、

市
議
会
に
市
民
が
入
り

に
く
く
な
る
と
い
う
意

味
が
あ
る
」
と
発
言
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
発

言
取
り
消
し
の
動
議
が

出
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
拒
否
し
た
た

め
に
、
議
会
運
営
委

員
会
は
秘
密
会
を

開
催
し
、
議
長
職

権
に
よ
り
削
除
し

た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
事
実
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
発
信
し
た

こ
と
が
議
会
の
品

位
を
気
付
け
た
と

し
て
問
責
決
議
が

提
出
さ
れ
た
。

今
は
、
委
員
会

の
録
画
・
録
音
の

公
開
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

明
神
橋
と

明
神
台
調
整
池

こ
れ
ら
は
、
三
菱
地

所
が
「
千
葉
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
」
開
発
で
整
備

し
、
１
９
９
９
年
に
佐

倉
市
が
受
け
入
れ
た
。

２
０
１
９
年
に
は
大

雨
に
よ
り
被
災
。
そ
の

雨
量
は
、
２
４
８
ｍ
ｍ

/
日
、
最
大
５
４
ｍ
ｍ

/
時
で
あ
っ
た
が
、
調

整
池
は
満
水
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。

雨
水
は
雨
水
管
な
ど

に
よ
り
、
調
整
池
に
流

入
す
る
構
造
で
あ
る
。

し
か
し
、
雨
水
管
な
ど

で
処
理
で
き
ず
オ
ー
バ
ー

し
た
雨
水
が
斜
面
な
ど

を
削
っ
て
崩
し
、
災
害

に
至
っ
た
。
斜
面
の
勾

配
を
緩
く
す
る
、
落
ち

葉
対
策
、
清
掃
な
ど
が

必
要
。
千
葉
市
と
の
境

で
も
あ
り
千
葉
市
と
の

協
議
も
必
要
で
あ
る
。

佐倉市議会の問責決議 2006年3月にも

明神台調整池周辺工事

消
防
団
員
の
報
酬
は
、

年
額
報
酬
と
出
動
報
酬
。

今
年
度
か
ら
、
出
動
報

酬
は
災
害
出
動
（
火
災
な

ど
）
と
そ
の
他
の
出
動

（
出
初
式
や
訓
練
な
ど
）

に
分
け
ら
れ
、
各
個
人
に

直
接
振
込
ま
れ
る
。

消
防
庁
に
聞
く
と
、
本

年
度
か
ら
、
災
害
出
動
は

出
動
実
績
に
よ
り
特
別
交

付
税
が
決
ま
り
、
一
人
１

日
８
０
０
０
円
。
佐
倉
市

で
は
来
年
度
か
ら
同
額
へ

（
本
年
度
は
１
５
０
０
円
！
）
。

そ
の
他
の
出
動
に
国
は
一

人
1
日
３
５
０
０
円
を
基

準
財
政
需
要
額
と
し
て
計

上
見
込
。
佐
倉
市
で
は
一

人
1
回
１
５
０
０
円
に
据

え
置
き
見
込
。
（
国
、
周

辺
市
町
に
比
し
、
佐
倉
市

は
是
正
が
遅
い
。
）

来
年
度
の
佐
倉
市
災
害

出
動
報
酬
分
は
、
７
０
０

万
円
増
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
迄
、
国
の
基
準

財
政
需
要
額
で
は
、
出
動

報
酬
が
３
７
６
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
佐
倉
市
の

出
動
報
酬
は
、
年
平
均
１

７
０
０
万
円
程
度
で
あ
り
、

２
１
０
０
万
円
も
少
な
か
っ

た
（
団
員
約
７
４
０
人
）
。

上
表
は
、
こ
れ
迄
の
実

績
と
本
年
度
の
見
込
み

（
推
定
）
で
あ
り
、
国
と

市
の
差
額
は
縮
小
。

消
防
団
に
つ
い
て
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
下

記
へ
ど
う
ぞ
。

消
防
出
動
報
酬
「
災
害
」
と
「
そ
の
他
」


